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丹波篠山市

１．加古川流域の概要

・加古川は、その源を兵庫県粟鹿山（標高
962m）に発し、東条川、万願寺川、美嚢川

等を合流し瀬戸内海に注ぐ、流域面積
1,730㎢、幹川流路延長96㎞、流域内人
口約63万人の一級河川である。

・流域市町村は、兵庫県の加古川市、小
野市、加東市等の主要都市をはじめとす
る11市3町からなり、流域上流部の丹波地

域、流域中・下流部の東播磨地域に大別
される。

・令和元年度河川空間利用実態調査によ
ると、下流域ではスポーツやランニング、
花火のイベント、上流域では散策等、河川
利用の多様なニーズがあり、推定で年間
約91万人が利用している。
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位置図

京都府

兵庫県

大阪府

加古川流域

■加古川流域概要
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２．かわまちづくりとは

「かわまちづくり」とは『河川空間とまち空間が融合した、良好な空間形成を目指す取組み』のことであり、
「かわ」が有する地域特有の魅力を活かし、「まち」と一体となったソフト施策やハード施策を実施するこ
とで、水辺空間の質を向上させ、地域の活性化や地域ブランドの向上などが実現可能となる。

「かわまちづくり」支援制度とは、地域
の「かわまちづくり」の取組を河川管
理者が支援する制度であり、推進主
体は「かわまちづくり」計画を河川管
理者と共同で作成し、河川管理者は
支援制度に登録された当該計画に基
づき、必要なソフト施策・ハード施策
の支援を行う。

地域の交流機会の増加

観光客の増加 地域ブランドの向上

■かわまちづくりとは

■「かわまちづくり」支援制度 ■「かわまちづくり」で実現できること

■河川管理者が行う支援について

【ソフト施策】

ソフト施策のうち「必要となる調査・検討」や「良好な事例等の情報共有」はかわまちづくり計画の登録
前の段階でも有効な情報になる。
【ハード施策】
河川管理者が支援できるハード施策は、河川管理施設の整備であり、登録後概ね5年間で河川管理
施設の整備を積極的に推進する。
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３.大部･河合地区かわまちづくり（小野市）

■小野市概要

・小野市は東播磨地域のほぼ
中央に位置しており、昭和29

年に小野、河合、来住、市場、
大部、下東条の6ヶ町村が合

併して市制を施行した。その
後、昭和31年に加東郡社町

の久保木、古川を編入し、面
積約94㎢、人口約4万8千人
である。

小野市

■市民の河川利用状況

稚鮎の放流 桜づつみウォーク

■河川利用イベント

春 桜づつみウォーク（春のイベント期間中）

夏 小野まつりの花火鑑賞
稚鮎の放流

秋～冬 史跡めぐりのウォーキングツアー

通年 歴史文化の顕彰（太閤の渡し跡）

いにしえの太閤渡しの場所 逆さ桜

き し い ち ば

お お べ し も と う じ ょ う

や し ろ

お の

か わ い

く ぼ き ふ る か わ
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３.大部･河合地区かわまちづくり（小野市）

■計画対象範囲

計画対象範囲

本計画は、小野市中心部と加古川沿川
地区の大部･河合地区の付近（河川区
域の左岸23.8k～25.0k付近、右岸24.6k
～25.0k付近）、及び桜づつみ回廊周辺
を計画対象とする。

■期待される効果

加古川左岸堤防の桜づつみ整備後、様々な水辺空間を
活かした取組が地域団体などで行われている。しかし、
大部・河合地区の加古川周辺と小野市中心部からの回
遊性の向上には、桜づつみ回廊が活用されていないこ
とが課題となっている。
このような状況から、かわまちづくりで、新たな拠点が創
出されることにより、これまでのまちづくりとの相乗効果
と、桜づつみ回廊の有効活用により、更なるまちの活性
化が図られると期待される。

まちなかや周辺地域の
観光施設・集客施設と
かわまちづくり対象地
区を結ぶ多様な回遊
ネットワークを形成し、
回遊性を向上させる各
種施策を展開し、まち
の活性化を図る

回遊性向上イメージ
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３.大部･河合地区かわまちづくり（小野市）

■計画登録

大部･河合地区かわまちづくり計画は、
令和3年3月19日に登録された。

右岸側整備イメージ

階段護岸

河川管理用通路・坂路等

植樹

外灯・案内看板等

四阿

広場（グラウンド）

防災公園交流施設

国土交通省

凡例

協議会

■令和4年度イベント状況

水辺に乾杯

田んぼアート

稲刈り体験 らんたんアート

水生生物調査

桜づつみウォーク

左岸側整備イメージ
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３.大部･河合地区かわまちづくり（小野市）

■河川管理者としての整備内容

河川管理者としては、階段護岸、管理道等の整備および親水空間を創出し、大部･河合地区
かわまちづくりを支援する。

自然環境保全エリア

管理道

坂路

階段護岸
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４．加古川市かわまちづくりについて
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加古川市は、兵庫県南部の
播磨灘に面し、播磨平野を
貫流する加古川河口に広が
る豊かな自然に囲まれた地
域で、昭和25年に5町村が
合併して市制を施行した。そ
の後、周辺町村との合併し、
面積約138㎢、人口約26万
人である。

加古川市

■市民の河川利用状況

市民レガッタ 加古川まつり花火大会

加古川河川敷

■河川利用イベント

夏 加古川まつり花火大会

秋 加古川ツーデーマーチ、加古川シクロクロス大会

冬 加古川マラソン、イルミネーション

通年 レガッタ大会、ランニング、サイクリング等

■加古川市概要

加古川ツーデーマーチ
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４．加古川市かわまちづくりについて
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■計画対象範囲

本計画は、加古川中央市民病院付近から加
古川バイパスまでの一級河川加古川の左岸
一帯とする加古川駅から最も近い加古川河
川敷である。また、加古川駅を含むエリアを
関連エリアとする。

■期待される効果

本計画では、「ひと」がやすらぎ、「まち」が賑
わい、「自然」で憩える“ウェルネス都市加古
川”の快適拠点として、また回遊性の高いネッ
トワークを形成するための新たな目的地として
期待される。
これらの期待を実現していくためには、本計画
を踏まえ、周辺地域の良好な景観や自然環境
を活かしながら、水辺の自然環境の保全と活
用を目指した様々な取組を実践していくととも
に、まちなかや周辺地域の集客施設とかわま
ちづくり対象エリアを結ぶ多様なネットワーク
の形成、回遊性を向上させる各種施策を展開
していくことが必要となる。

加古川

計画対象エリア

加古川中央
市民病院

加古川駅

ベルデモール
商店街

大型商業施設

回遊性の
向上
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４．加古川市かわまちづくりについて

■計画登録

加古川市かわまちづくり計画は、令和
4年8月9日に登録された。

■計画登録に向けて

加古川市かわまちづくり計画策定に向けて、令和3年度より
様々な取組を実施した。
また、令和3年度より社会実験として「加古川市協働のまち

づくり推進事業補助金」を交付、加古川河川敷で実施する
イベント等を補助対象とし、募集を行った。その結果、多種
多様（気球搭乗体験、加古川リバーライト等）なイベントが9

件開催され、延べ約6万4千人が市内外から訪れた。

R3.6 シンポジウム R3.7 ワークショップ

R3.12 加古川リバーライト R3.11 気球搭乗体験

加古川市かわまちづくりゾーニングイメージ（案）

R4.8 加古川市かわまちづくり計画登録証伝達式
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４．加古川市かわまちづくりについて

■令和4年度の取組について

令和3年度同様に、社会実験として、加古川河川敷にてイベント等を補助制度にて支援することより、令
和4年度は21件のイベントが開催される見込みである。

R4.4 ロハスパーク

R4.5 河川敷シェアベンチ事業

R4.5 加古川
RIVERSIDE DITNESS 

FESTA

R4.6 大道芸フェスティバル

R4.9 加古川アクティブス
ポーツJAM 11

R4.8 SAVE

KAKOGAWA FES

R4.6 カコカヌーフェス
R4.9 ONE LOVE 

KAKOGAWA
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４．加古川市かわまちづくりについて

■河川管理者としての整備内容

河川管理者としては、護岸等の整備を実施し、加古川市かわまちづくりを支援する。

護岸等

護岸等

護岸等

護岸等

川の流れ

護岸等

護岸等
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４．加古川市かわまちづくりについて

■河川空間のオープン化について

加古川市かわまちづくり計画では、更なる賑わい創出を目指して、河川内で民間企業が営利活動を行う
ことができる、河川空間のオープン化に向けて取組を進めている。
河川空間のオープン化の想定範囲は、加古川市かわまちづくり対象エリアのJR神戸線南側の加古川左

岸に側帯として、堤内地側を盛土し、飲食店等の店舗を誘致し、民間活力を導入することで、更なる魅力
向上に繋がると考える。
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河川空間のオープン化に向け、
盛土予定地にキッチンカーを
集めた社会実験を実施する。
来場者数や売り上げ等を調査
し、盛土予定地のポテンシャ
ルを把握するとともに、市民が
河川空間のオープン化を望ん
でいること確認する。

■社会実験について

盛土予定
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５．加古川市かわまちづくりの今後のスケジュール
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1 かわまちづくり計画
令和４年　３月２９日策定
令和４年　５月　９日申請

令和４年　８月　９日登録

2
かわまちづくり協議会
（実行委員会）

かわまちづくりの最上位機関と
して、定期的に協議会を開催。

（令和４年４月１５日要綱制定）

3
庁内プロジェクトチーム及
びワーキンググループ

加古川市役所内の関係部局が
連携し、かわまちづくりに取り組
むために定期的に会議を開催。

4 視察等
全国のかわまちづくりや河川空
間のオープン化の先進事例に

触れ、活かすために実施。

5
シンポジウム・ワーク
ショップ、広報

かわまちづくりを進めるにあた
り、機運を醸成するために開

催。

6
【協働のまちづくり推進事業
補助金交付事業（ミズベリン
グ）】別添№とリンク

市民活動団体等による加古川・

河川敷における魅力的な賑わ
い空間の創出を目的に実施。

7
【盛土】事業者公募～選
定・契約

加古川左岸のＪＲ神戸線南側

の堤防の堤内地側の盛土地
に、民間企業の誘致も踏まえた

賑わい拠点の整備。

選定委員会⇒選委

8 【盛土】整備
加古川左岸のＪＲ神戸線南側

の堤防の堤内地側に盛土。

9 【歩道橋】整備
新加古川左岸線を横断する歩
道橋の設置を検討。

10
【高水敷・水面】整備
駐車場、緑地、ステージ、
船着場等

かわまちづくり計画を基に、市
で整備。

11
【国】整備
護岸、階段型堤防等

かわまちづくり計画を基に、国
で整備。

12 【河川空間のオープン化】 関連事業は　　　     　　と表示

9 10 11

Ｒ９
(2027)4 5 6 7 8 9 10 11 1 2 3 4 5 1

加古川河川敷を活かした新たな賑わいづくり事業　スケジュール（案）

№ 項目 内容
Ｒ４（2022）年度 Ｒ５（2023）年度 Ｒ６

(2024)

Ｒ７
(2025)

Ｒ８
(2026)12 6 2 3127 8

市民活動団体等によるイベント実施

計画の進行管理

各種ソフト事業の実施

協
議
会
④

協
議
会
⑥

協
議
会
⑧

Ｗ
Ｇ
⑦

基本設計・詳細設計・工事

Ｐ
Ｔ
⑮

① ②③ ⑥⑦ ⑨⑩ ②⑪ ⑭⑰ ⑱ ①⑲

④⑤ ⑧ ⑫ ⑮⑯

要
綱
改
正

4/1

6/29～30新潟市（やすらぎ堤）

社会実験（キッチンカー）

9/17、10/1、10/2、10/9、10/10、10/15、10/16

協
議
会
⑦

Ｐ
Ｔ
⑭

協
議
会
⑨

Ｐ
Ｔ
⑰

シンポジウム

7/1公募

8/28ＷＳ①

Ｐ
Ｔ
⑬

Ｐ
Ｔ
⑯

Ｐ
Ｔ
⑱

工事（渇水期１１～５月）

予算に応じて設計・工事（船着場等）

継続的に開催

国土交通省占用変更申請

令和４年９月更新

都市・地域再生等利用区域の指定

申請

Ｗ
Ｇ
⑥

Ｐ
Ｔ
⑨

open

open open

申
請

協
議
会
⑤

Ｐ
Ｔ
⑩

Ｐ
Ｔ
⑪

Ｐ
Ｔ
⑫

登
録
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【方針決定】

1.公共機能の有無
2.事業手法の決定

3.契約方法の決定

4.盛土する範囲の決定

事業者選定支援業務委託

債務負担行為

（選定支援）

募集要項の作成

（6ヶ月間）
施
行
決
定

附属機関

設置

選
委
①

公
募

選
委
③

公募期間

（6ヶ月間）

提
案
〆
切

選
委
④

優
先
交
渉
権
者
の
決
定

基
本
協
定

選
委
⑤

使
用
契
約
・
建
物
譲
渡
契
約

盛
土
の
協
議

盛
土
の
工
事
協
議

建
物
建
設

施
設
オ
ー
プ
ン

契約締結支援・モニタリング業務委託

選
委
②

プ
レ
ゼ
ン

入
札

賑わいづくり拠点基盤整備事業手法等

検討業務委託
契
約

4/26

10/17 物品・業務委託審査会

病院駐車場の買収調整

2024年８月頃まで病院は工事で使用する。

予算に応じて設計・工事（5年間を目途）

断続的に社会実験を実施

工事していたらイベントができなくなることに注意！

4/19ニッケ打合せ

5/13

整備内容の整理

（国土交通省事前協議）

設計（９月補正）

契約

基本・詳細設計 工事（９月補正） 契約

5/12
新聞折込チラシ

広報特集

5/14

国交省大臣視察

5/2

5/9

⑳

4/22

国交省打合せ

整備主体・方法の検討・調整

6/14近畿地整研究発表会

6/17

7/15
新聞折込チラシ

6/21MIZBERING INSPIRE FORUM2022

要
綱
改
正

7/15

9/25WS②
10/23WS③

7/25ニッケ打合せ

ＪＲ加古川駅等でアナウンス開始（8/1）

6/17 加古川駅パネル

8/9

8/26

伝
達
式

8/26

8/22 測量

詳細設計

詳細設計

工事

10/25 建設工事審査会


